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④着実に進む「新しい小田原」への歩み／⑥小田原市立病院救命救急センター／⑧「小田原市きれいなまちと良好な生活環境をつくる
条例」7月からスタート／⑨自治基本条例プレ検討委員会（勉強会）を開催します！／⑩おだわら情報／⑪自治会長名簿／⑫設立50周
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② 課題別検討委員会が市長に報告書を提出しました
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行財政改革検討委員会

委員長：南
みなみ

  学
まなぶ

　　　 （横浜市立大学エクステンションセンター長）

地域医療体制の整備に係る
懇談会
座長：鈴

すず

木
き

 仁
じん　いち

一（県小田原保健福祉事務所長）

テーマ：行財政改革 テーマ：地域医療体制

　「新しい小田原」を支える健全で持続可能な行財政運営
を行うための、改革の取り組みの基本的な方針を検討しました。
【主な検討項目】
行財政改革の目的、行財政改革の前提となる考え方、行
財政改革の推進を支える土台、抜本的な行財政改革の実
施項目など
【報告書のポイント（要旨）】
■行財政運営の現状
約1,500億円（平成19年度末現在）の市債残高などの債務
を抱え、少子高齢化や景気低迷が進展する中では、財政
状況の見通しも厳しく、10年、20年先を見据える必要がある
■行財政改革の目的
市民生活の維持・向上、都市としての維持・発展に繋がる
流れを作り出す原資を確保することを目的として位置付けた
■行財政改革の前提となる考え方
公務員が担うべき仕事の在り方、新しい「公共」の在り方、
行政サービスのコストに基づく事務事業の見直し・効率化の
視点などを提起した
■行財政改革の推進を支える土台
持続可能な行財政運営の土台となる、市民と行政の情報
共有や市民によるモニタリングの必要性、そこにおける市民
の役割、市や職員がすべきことなどを提言した
■抜本的な行財政改革の実施項目
公共施設の統廃合・管理運営の見直し、包括予算編成シ
ステムの導入、行政サービスのコスト分析など、施設の適正
な配置や管理、人員体制の効率化が図られる項目を提言した

　誰もが症状に応じて適切な医療を受けることができる２４
時間安心の医療体制の構築を目指し、現在の地域医療の
喫緊の課題について地域の医療関係者と市民、行政が同
じテーブルに着いて自由に忌

き

憚
たん

のない意見交換を行い、議
論した結果を提言書にまとめました。
【主な検討項目】
医師の確保問題、地域医療機関の役割・機能分担、市
立病院の救命救急センターの運営と支援、在宅医療の在
り方など
【報告書のポイント（要旨）】
■救急医療体制の安定的な運営
・休日夜間急患診療所への新規出勤医師を確保する
・広域二次病院群輪番制を堅持するための財政支援をする
・県西地域２市８町による市立病院の救命救急センターの
運営を支援する
・適正な受診を心掛けるよう啓発活動を進める

■医療機関の連携
・市立病院が救命救急センターを設置し、救命救急医療、
高度医療などに特化していくことはやむを得ない
・市立病院は地域医療機関の連携の核となり、機器の共
同利用などを推進する
・慢性期の患者の受け皿の確保のため、県西地域外の医
療機関、介護保険施設との連携も図る

■在宅医療を支える仕組み作り
・かかりつけ医の重要性について市民への啓発を進める
・在宅患者の生活の質の向上などを図るため、歯科や調
剤薬局など在宅医療の参画を進める

課題別検討委員会が
市長に報告書を提出しました

Y企画政策課　☎３３-１４０５

Y健康づくり課　☎47-0820Y行政改革推進課　☎３３-１305
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小田原駅、小田原城周辺
まちづくり検討委員会

委員長：仙
せん　だ

田 満
みつる

（放送大学教授・東京工業大学名誉教授）

地域コミュニティ検討委員会

委員長：名
な 　 わ 　 た

和田 是
よし　ひこ

彦（法政大学法学部教授）

　『３つの拠点（※）を含め、小田原駅周辺地区及び小田原城
周辺地区の開発は小田原の歴史を尊重し、歴史的環境に敬
意を払う。』という理念の下、市長が示した機能配置の基本方
針と三拠点の利活用を総合的に検討しました。
【主な検討項目】
現状の課題を整理した上で、全体による３回の会議の後、３つ
のテーマごとに分科会を設置し、個別に検討（小田原地下街
施設分科会、お城通り地区再開発事業用地分科会、三の丸
地区分科会）
【報告書のポイント（要旨）】
■地下街の再生
周辺商業、川東地区大型集客施設との差別化を図り、地域
の農業・水産業・加工業などと連携した、地産地消の新しい業
態開発による小田原スタイルの発信地としての役割が必要であ
るととともに、小田原のなりわい文化や歴史などを紹介し、お城
や周辺商店街などへ誘う情報発信機能を備えた役割を担うべき
である
■お城通り地区の再開発
事業化にあたっ
ては、民間地
権者との協調
が重 要である
ので、市として
幅をもって臨み、
交換分合や敷
地整序型区画
整理を検討す
べきである。また、駅周辺に散在している公的機能を集積して
行くことは市民にとっても極めて有効であり、子育て支援機能
や市民学習機能の充実を図る適地である
■三の丸地区の整備
市民会館の土地は、周遊という機能を考える上で非常に重要
な場所であり、将来的には回遊性を高める機能を持たせること
が望ましい。「周辺景観と調和したホール」「専門性を担保した
ホール」「市民参加のホール」「いつもにぎわっているホール」の
４つのコンセプトを念頭にホール整備を進めていくべきである
※３つの拠点：お城通り地区、地下街、三の丸地区

　「持続可能な市民自治のまち」の実現に向けて、直面
する地域の課題を地域で解決していくために、必要な仕
組み作りを検討しています。
【主な検討項目】
地域コミュニティの現状、課題抽出、課題の分類・分析、
これからの地域に求められる機能について
【報告書のポイント（要旨）】
初年度である平成20年度の中間報告においては、地域
が備えるべき力として、次の３つの機能が必要と考えた
■地域と各種団体との連携
地域の課題の把握、実態と目標の共有、共に行動し支
え合う、といった対応が求められる
■地域の人材活用・育成のためのコーディネート
活動を分野別に束ね、全体にわたって横串を通すコー
ディネーター（つなぎ役）が地域に求められる
■参加したくなる交流の場の創出
多くの住民が地域に触れる機会である「夏祭り」など、既
存の「場」のさらなる活性化を図る。また住民が楽しく地
域を支え、垣根なく集い、多様な人 と々の地域内での暮
らしを実感できる「場」を創出する

地域コミュニティ検討委員会は今後も検討を進めます。
今後は、これら３つの機能のさらなる検証とモデル事業を
実施し、平成２２年度までに地域運営協議会などについ
ての提言を行う予定です。

テーマ：小田原駅、小田原城周辺まちづくり テーマ：市民参画による地域づくり

　市では、市民参画の新たな取り組みとして昨年１１月に、４つ
の課題別検討委員会を設置しました。
　検討委員会では、市が抱えるそれぞれの重要懸案課題につ
いて議論を重ね、このたび、その結果を報告書にまとめ、市長
に提出しました。今後は、検討委員会からの報告を踏まえ、市
が事業立案を行い、市民の皆さんの意見や、市議会との議論
を重ねながら実施に向け取り組んでいきます。
　課題別検討委員会の報告書は、市ホームページからご覧いた
だけます。

報告書を手渡す鈴木座長（地域医療体制の整備に係る懇談会）

Y地域政策課　☎３３-１４57

Y企画政策課　☎３３-１315
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お
城
通
り
地
区
は
公
共
施
設
を
中
心
と
し
た
施
設

構
成
で
の
再
開
発
を
進
め
ま
す
。
小
田
原
駅
・
小
田

原
城
周
辺
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
か
ら
は
、
公
共

　

小
田
原
地
下
街
は
小
田
原
の
地
域
資
源
や
、
な
り

わ
い
文
化
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
商
業
の
ほ
か
、

市
内
各
地
域
へ
の
回
遊
促
進
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

○
新
た
な
市
民
ホ
ー
ル

　

市
民
ホ
ー
ル
予
定
地
は
、
歴
史
的
景
観
と
調
和
し
、

芸
術
文
化
の
拠
点
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
が
必
要
と

着
実
に
進
む「
新
し
い
小
田
原
」への
歩
み

〜
小
田
原
駅
・
小
田
原
城
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
〜

小
田
原
駅
・
小
田
原
城
周
辺
の
懸
案
事
業
で
あ
る
「
お
城
通
り
地
区
再
開
発
事
業
用
地
」「
小
田
原
地
下
街
施
設
」「
三
の
丸
地
区
」
の
３
つ
の
拠
点
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

小
田
原
駅
・
小
田
原
城
周
辺
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
に
お
い
て
検
討
さ
れ
、
３
月
30
日
に
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
報
告
書
を
受
け
、
市
と
し
て
の
対
応
を
検
討
し
た
結
果
、
３
つ
の
拠
点
に
お
け
る
方
針
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

Y
企
画
政
策
課　

☎
33-

１
３
１
５

地下街営業当時の様子

現在の小田原駅東口臨時駐車場

現在の市民ホール建設予定地（本町1丁目）

●
小
田
原
地
下
街
施
設

●
お
城
通
り
地
区
再
開
発
事
業
用
地

●
三
の
丸
地
区
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的
窓
口
機
能
、
子
育
て
支
援
機
能
、
市
民
学
習
機
能
、

会
議
室
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
つ
施
設
が
提
案

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
周
辺
の
公
共
施
設
の
状
況

な
ど
を
考
え
合
わ
せ
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
望
ま

れ
る
施
設
構
成
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
駅
周
辺
を
利
用
す
る
か
た
の
利
便
性
も
踏

ま
え
、
現
状
と
同
規
模
の
駐
車
場
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
周
辺
商
業
に
配
慮
し
た
商
業
施
設
の
設
置
、

憩
い
の
場
と
な
る
広
場
や
緑
道
の
整
備
を
行
う
予
定

で
す
。

　

再
開
発
事
業
の
実
現
に
向
け
て
、
平
成
21
年
度
中

に
施
設
構
成
、
配
置
、
事
業
手
法
な
ど
の
基
本
的
な

構
想
を
策
定
し
ま
す
。
そ
の
後
の
施
設
の
整
備
は
、

財
政
状
況
や
経
済
情
勢
を
考
慮
し
な
が
ら
段
階
的
に

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。　

持
つ
施
設
と
し
て
再
生
を
図
り
ま
す
。

○
商
業
機
能

　

農
水
産
物
や
地
場
産
業
な
ど
、
小
田
原
な
ら
で
は

の
地
域
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、
来
訪
者
に
と
っ
て
、

感
動
や
小
田
原
の
魅
力
発
見
の
場
と
な
る
よ
う
な
商

業
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

○
情
報
発
信
機
能

　

商
業
機
能
に
加
え
て
、
小
田
原
の
歴
史
、
文
化
な

ど
情
報
発
信
の
機
能
を
持
た
せ
ま
す
。「
小
田
原
の

な
り
わ
い
文
化
」
を
掲
げ
る
商
業
と
相
ま
っ
て
、
地
下

街
施
設
全
体
で
小
田
原
の
魅
力
を
発
信
し
、
市
内
各

地
域
へ
の
回
遊
を
促
進
し
ま
す
。

　

今
後
は
引
き
続
き
公
共
地
下
道
と
し
て
の
適
正
な

維
持
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
平
成
23
年
度
の
施
設
再

開
を
目
指
し
て
、
施
設
改
修
の
必
要
性
や
実
現
可
能

な
ソ
フ
ト
施
策
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

す
る
機
能
を
満
た
し
た
施
設
配
置
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
十
分
な
施
設
用
地
が
必
要
で
、

小
田
原
駅
・
小
田
原
城
周
辺
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員

会
か
ら
も
、「
用
地
を
拡
張
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

よ
り
良
い
機
能
の
市
民
ホ
ー
ル
が
で
き
、
景
観
形
成
に

と
っ
て
も
好
ま
し
い
」
と
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
判
断
し
、
現
在
の
市
民
ホ
ー
ル

用
地
を
拡
張
す
る
た
め
、
周
辺
用
地
の
取
得
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ル
建
設
に
向
け
専
門
的
な
観
点
か

ら
準
備
作
業
を
行
う
た
め
の
組
織
を
設
置
し
、
平
成

21
年
度
中
を
目
標
に
施
設
整
備
の
基
本
的
な
方
針
を

決
定
す
る
な
ど
、
平
成
26
年
秋
の
開
館
を
目
指
し
て

作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
三
の
丸
地
区
に
お
け
る
周
辺
拠
点
の
整
備

　

三
の
丸
地
区
は
、
小
田
原
城
址
公
園
と
い
う
歴
史

的
空
間
と
一
体
を
成
す
エ
リ
ア
で
あ
り
、
城
址
公
園
を

訪
れ
る
多
く
の
観
光
客
を
迎
え
る
機
能
や
、
周
辺
地

区
へ
の
回
遊
を
促
す
機
能
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

三
の
丸
地
区
に
お
け
る
周
遊
拠
点
の
整
備
と
し
て
、

市
民
ホ
ー
ル
の
建
設
後
、
現
市
民
会
館
用
地
及
び
そ
の

周
辺
用
地
を
活
用
し
、
周
辺
地
区
へ
の
回
遊
を
促
す

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
、
大
手
門
な
ど
の
歴
史
的
な
環
境

を
生
か
し
た
広
場
、
駐
車
場
な
ど
の
整
備
を
行
う
予

定
で
す
。
そ
の
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
平
成
21
年
度

に
市
職
員
で
検
討
を
始
め
ま
す
。

○
市
民
会
館
の
休
館

　

市
民
ホ
ー
ル
が
完
成
す
る
ま
で
の
期
間
は
、
市
民

会
館
を
引
き
続
き
使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
耐
震

補
強
工
事
を
平
成
22
年
３
月
か
ら
行
う
予
定
で
す
。

工
事
の
実
施
に
伴
い
、
平
成
22
年
５
月
６
日
か
ら
同

８
月
31
日
ま
で
休
館
す
る
予
定
で
す
。

募 集

　市民ホールの建設着工までは３年程
度の期間が見込まれます。そこで暫定
的な利用として、緑の芝生といろいろ
な花でいっぱいにする活動を行います。
問　文化交流課　電話３３-１７０5

■場所…市民ホール建設予定地
■期間…平成22年3月31日まで　
※状況に応じて延長します。
■内容…　
　①花壇づくり　市民花壇の維持管
理（植栽、水まき、草むしりなど）
をしていただけるかた（団体）。水
道設備あり。種、苗、肥料など
は用意してください。

　②広場づくり　種まきや芝刈りなど
の作業に参加していただけるかた
（団体）。

※①、②両方への参加も可。
■申込…6月30日（火）まで（必着）
に所定の用紙（公共施設または市
ホームページからダウンロード）に必
要事項を書いて、郵便またはファク
スで。先着順。
〒250-8555　小田原市文化交流課
533-1526

みんなでつくろう
「三の丸憩いの広場」



命
を
つ
な
ぐ
!!

本
市
を
含
む
県
西
地
域
の
２
市
８
町
は
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
未
整
備
地

域
で
し
た
。

　

当
院
の
指
定
に
よ
り
、
県
西
地
域
の
重

症
救
急
患
者
の
救
命
率
の
向
上
、
三
次
救

急
医
療
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
市
立
病
院
の
診
療
体
制
が
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
一つ
と
し
て
４
月
１

日
に
県
か
ら
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
は
、
脳
出
血
や
心
筋

梗
塞
、
交
通
事
故
な
ど
、
高
度
で
特
殊
・
専
門

医
療
が
必
要
な
重
症
救
急
患
者
を
24
時
間
体
制

で
受
け
入
れ
る
三
次
救
急
医
療
施
設
で
す
。

　

地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
し
、
症
状
の
程
度

な
ど
に
応
じ
て
診
療
を
分
担
す
る
こ
と
で
、
一
人

で
も
多
く
の
貴
重
な
か
け
が
え
の
な
い「
命
」を

救
う
役
割
を
担
っ
て
い
く
た
め
、
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

Y
経
営
管
理
課　

☎
34
３
１
７
５

●初期（一次）救急…
　軽症の患者の受け入れ
　かかりつけ医・小田原市休
　日夜間急患診療所など
●二次救急…
　入院や手術が必要な患者の
　受け入れ
　県西地域の10病院（間中、

小
田
原
市
立
病
院

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

三次救急って？

キーワード

6

　小林、小澤、山近、西湘、丹
　羽、湯河原胃腸、大内、足柄上、
　市立の各病院）など
●三次救急…
二次救急では対応不可能な
心肺停止など生死にかかわ
る重篤な患者の受け入れ
市立病院救命救急センター
　東海大学医学部付属病院

救命救急センターの指定通知書の交付を受ける中島病院長（右側）

「いのちを
大切にする
小田原へ」



　

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
あ
た
り
、

東
海
大
学
医
学
部
付
属
病
院
の
高
度
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
の
最
前
線
で
活
躍
し
て
い

た
医
師
、
關
知
子
さ
ん
、
山
際
武
志
さ
ん
、

山
本
理
絵
さ
ん
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
關
知
子
セ
ン
タ
ー
長
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。

 

「
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
未
整
備
地
域
で

あ
っ
た
県
西
地
域
で
、
市
立
病
院
が
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー

に
指
定
さ
れ

た
と
い
う
こ

と
の
意
義
は

大
き
い
で
す
。

　

命
に
か
か

わ
る
状
態
の

け
が
や
病
気

の
患
者
さ
ん

を
24
時
間
体

制
で
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

今
ま
で
は
、
市
内
で
高
度
な
救
命
救
急

が
必
要
な
患
者
さ
ん
の
場
合
、
伊
勢
原
市

の
東
海
大
学
医
学
部
付
属
病
院
ま
で
搬
送

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
か
っ
た
と
い

う
、
県
西
地
域
の
医
療
事
情
を
考
え
て
も
、

公
立
病
院
と
し
て
大
変
重
要
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

と
は
言
う
も
の
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
医
師
の
力
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
セ
ン
タ
ー
の
医
師
だ
け
で
解
決
で
き

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
命
を
守
る

と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
は
小
田
原
の
医
療

関
係
者
全
体
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
救

急
搬
送
さ
れ
た
命
に
関
わ
る
状
態
の
患
者

さ
ん
の
救
命
処
置
を
優
先
的
に
行
う
施
設

で
あ
る
こ
と
、
単
に
〝
時
間
外
〞
も
開
い
て

7 広報小田原 2009年6月1日号

い
る
受
診
窓
口
で
は
な
い
こ
と
を
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
も
大

切
な
こ
と
で
す
」

　

こ
ん
な
、
張
り
つ
め
た
命
の
現
場
を
指

揮
す
る
關
先
生
で
す
が
、最
後
に
一
言
「
普

段
か
ら
健
康
に
留
意
し
た
生
活
！
こ
れ
が

一
番
で
す
」と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

重
篤
な
患
者
の
診
療
を
病
院
が
受
け
持

ち
、
初
期
治
療
や
症
状
が
安
定
し
た

患
者
は
、
自
身
や
家
族
の
健
康
状
態
に
つ
い

て
何
で
も
相
談
で
き
る
身
近
な
「
か
か
り
つ

け
医
」
が
診
療
を
受
け
持
つ
「
病
診
連
携
」

を
す
す
め
る
こ
と
で
、
患
者
の一
極
集
中
や

医
師
不
足
の
問
題
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

予防のポイント
（1）外から帰ったら、手洗い、うがいをしっかりしましょう。
（2）咳やくしゃみをするときは、ハンカチやティッシュで口や鼻  
　を覆います。周囲にまき散らさないように気を配りましょう。
（3）睡眠や栄養を十分にとり、体力、免疫力をつけておきましょう。
（4）新型インフルエンザがまんえんしている国への渡航は、な

るべく控えてください。
（5）人ごみを避け、外へ出かけるときは、マスクをするように心
がけましょう。

県では、新型インフルエンザの発生に対応し、発熱相談セン
ターを設けインフルエンザ様症状（発熱、せき、全身の倦怠
感など）を有するかたなどの相談に次のとおり応じています。
これらの症状があるかたは、地域の医療機関を受診する前に、
まず発熱相談センターにお問い合わせください。
●県小田原保健福祉事務所発熱相談センター　☎32-8000
　受付時間：8時30分～１７時（土・日曜日、祝日含む）
●県保健福祉総務課発熱相談センター　
　☎（045）633-3777  
　受付時間：17時～20時30分（土・日曜日、祝日含む）

新型インフルエンザ警戒中

一人ひとりの行動で、新型インフルエンザの感染拡大が防げ
ます。市民の皆さんには、正しい情報に基づき冷静な対応を
お願いします。　
　　　　　Y小田原市感染症等危機管理対策会議
　　　　　　　　事務局　健康づくり課　☎47-0820

緊 急 ！

〈救命救急センター〉運営病床数：20床

今年度も深刻な医師不足が続いています。特に
内科（呼吸器科、消化器科、循環器科）、耳鼻
いんこう科、整形外科の初診のかたは、地域の
開業医などからの紹介状が必要です。また、糖
尿病内分泌内科は紹介患者の受入れを中止して
います。ただし、腹痛、下血、吐血、黄

おう

疸
だん

など
の消化器症状のかたは、紹介がなくても外科で
受診できます。

平成21年度市立病院の診療体制

〈県内の救命救急センター所在図〉
県内に13か所ある救命救急センター
県東部に集中していることが分かります。

市立病院　救命救急センター長

關
せき

  知
と も 　 こ

子さん
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「小田原市きれいなまちと
良好な生活環境をつくる条例」

～きれいで住みよい
快適な生活環境を実現するために～

Y環境保護課　☎33-1489

　

自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
地
域
の
か
た
が

た
に
よ
る
環
境
美
化
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
ま
ち

を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
す
る
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
い
ま
だ
に
空
き
缶
や
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
、
不
法

投
棄
な
ど
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
路
上
で
の
喫
煙
は

ポ
イ
捨
て
に
つ
な
が
り
や
す
く
、
人
ご
み
の
中
で
は
周

り
の
人
に
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
恐
れ
も
あ
り
、
深
夜

花
火
や
、
落
書
き
な
ど
の
迷
惑
行
為
も
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
き
れ
い
で
住
み
よ
い
快
適
な
ま
ち
を
目

指
す
た
め
、「
小
田
原
市
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条

例
」
を
一
部
改
正
し
、「
小
田
原
市
き
れ
い
な
ま
ち
と

良
好
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

○
深
夜
の
花
火
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

深
夜
（
午
後
10
時
〜
午
前
６
時
）
に
爆
発
音

を
伴
う
花
火
を
す
る
こ
と
を
禁
止
し
ま
す（
小

田
原
市
深
夜
花
火
規
制
条
例
の
内
容
を
移
し

替
え
ま
し
た
）。

○
落
書
き
は
犯
罪
で
す

　

落
書
き
が
放
置
さ
れ
る
と
新
た
な
落
書

き
を
呼
び
込
む
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
地

域
で
の
他
の
犯
罪
を
誘
発
す
る
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守
り
、
き
れ
い
で
住

み
よ
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
歩
き
な
が
ら
の
喫
煙
は
大
変
危
険
で
す

　

７
月
か
ら
、
市
内
全
域
で
歩
行
中
及
び

自
転
車
運
転
中
の
喫
煙
を
し
な
い
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
携
帯

灰
皿
を
持
ち
、
立
ち
止
ま
っ
て
喫
煙
す

る
か
、
灰
皿
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所

で
喫
煙
し
ま
し
ょ
う
。

○「
小
田
原
駅
周
辺
環
境
美
化
促
進
重
点　

　

地
区
」
で
の
喫
煙
は
所
定
の
場
所
で

　

特
に
人
通
り
が
多
い
「
小
田
原
駅
周
辺
環
境
美
化
促
進
重
点
地
区
」

で
は
、
灰
皿
が
設
置
さ
れ
て
い
る
喫
煙
場
所
以
外
は
喫
煙
で
き
ま
せ
ん
。

携
帯
灰
皿
を
持
ち
、
立
ち
止
ま
っ
て
喫
煙
す
る
こ
と
も
禁
止
し
ま
す
。

今
年
12
月
か
ら
は
、
市
か
ら
の
勧
告
・
中
止
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
、

２
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ
ま
す
。

　

条
例
で
は
、
灰
皿
が
設
置
さ
れ
て
い
る
喫
煙
場
所
で
の
喫
煙
を
例
外

と
し
て
認
め
て
い
ま
す
。
喫
煙
場
所
は
、
小
田
原
駅
周
辺
環
境
美
化
促

進
重
点
地
区
内
に
順
次
設
置
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
が
マ
ナ
ー
を
守
る
た
め
に

こ
ん
な
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う

規 制 内 容
現行 追加

※現行に加え、次の規制が
追加されます。

①空き地の管理
　（土地の適正管理）
②不法投棄
③犬・猫の糞の処理
④自動販売機の回収容器設置
⑤空缶・タバコ吸い殻のポイ捨て

⑥深夜花火
⑦落書き
⑧歩行喫煙

７月からスタート

歩きながらの喫煙は大変危険です
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文　加藤憲一

　この2月、小田原周辺で農薬や化学肥料を使わない手法での農
業に取り組んできた４つの団体により、「小田原有機の里づくり協議
会」が設立されました。その事業計画が、国の有機農業推進法に
基づく有機農業モデルタウン候補に県内で唯一認定され、この5月から、
本格的な取り組みが始まっています。
　ここ最近、冷凍食品の農薬汚染、産地や賞味期限の表示偽装、
事故米の食品化など、食の安全が大きく揺らぐ事件が相次ぎました。
「食」の商品化・工業化が極まった結果、私たちの「いのち」を支
え養うという「食」本来の姿からあまりに遠のいてしまったこと、また私た
ちも、忙しい現代生活の中で「食」の大切さを軽んじてきてしまったことを、
これらの事件は物語っています。
  本来、自然の生命力を私たちの「いのち」の力としていただく、それ
が「食」であります。先人たちは、大地の恵みに感謝し、その収穫

や生産に携わる「農」を暮らしの中心に据え、また様々な食材への加工技術を大切に受け継ぎ、
その中で持続可能な生活文化や流通経済を築いてきました。
　小さな地域の中で共に支えあって暮らしてきた、かつての社会の仕組みを、都市化の進ん
だ現代社会にそのまま当てはめることは容易ではありません。しかし、大地の恵みや食の担い
手に感謝する心、身近な自然や田園を大切にする暮らしと文化、農やものづくりが息づく地域
内の経済活動などを育てることは、私たちの心身の健やかさを守り、持続可能な地域社会を
目指す上での礎なのです。
  食の「地産地消」を、環境にできるだけ負荷をかけない方法で目指す「有機農業」は、私た
ちの「いのち」と「食」を本来の姿に近づけてゆく上での重要なアプローチです。気候や自然
環境に恵まれ、住宅街から一歩出れば田園や里山が広がる小田原。モデルタウンの指定を
機に、この素晴らしい大地に生きる喜びが実感できる地域づくりを進めましょう。
  『母なる大地のふところに／我ら人の子の喜びはある／大地を愛せよ／大地に生きる人の子
ら／その立つ土に感謝せよ』̶ ̶。中学生の合唱などで歌われる「大地讃頌」。この作詞者・
大木惇夫は、小田原・城山在住でした。郷土の先人が小田原で詠んだであろう詞を、改め
て噛みしめたいものです。

「大地に生きる」
～至誠・市政～

「小田原有機の里づくり
協議会」設立記念式で
あいさつする加藤市長

　自治基本条例づくりには、できるだけ多くの皆さんにご参加いただき、共
に考え、活発な意見交換を行うことが大切です。以下のテーマで、本市
のことを話し合う、プレ検討委員会に参加してみませんか。皆さんの声が、
その後の検討委員会での条例づくりにつながります。ぜひお越しください。

〈日時・場所　各日とも〉
19：00～21：30　市役所７階大会議室

■６月16日（火）　「小田原市にとっての自治基本条例とは・
　　　　　　　　  協働の条例づくりとは」
■７月  7日（火）　「『市民力』『コミュニティ』について考える」
■７月21日（火）　「自治基本条例づくりの進め方について考える」

小田原駅周辺環境美化
促進重点地区（喫煙規制区域）自治基本条例　

プレ検討委員会（勉強会）を開催します！　
Y行政改革推進課　☎33-1305

どなたでも参加できます。
1日のみの参加も可。
（予約不要）

路面表示や看板などに使うマークです。
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公
的
年
金
か
ら
の
個
人
住
民
税
（
市
県
民
税
）
の
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
が
始
ま
り
ま
す

Y
市
民
税
課　

☎
33
１
３
５
１

　

今
年
度
の
市
県
民
税
納
税
通
知
書
を
6
月
15
日（
月
）に
発
送
し
ま
す
。
そ
の
中
で
、

今
年
の
10
月
か
ら
公
的
年
金
か
ら
の
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
る
65
歳
以

上
の
か
た
に
は
、
納
税
通
知
書
に
、
特
別
徴
収
さ
れ
る
公
的
年
金
の
種
類
と
税
額
を
記
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

小田原駅東口臨時駐車場の入り口を一部閉鎖します

Y広域交流拠点整備課　　☎33-1653
Y河川課　☎33-1626

  東口臨時駐車場は、大蓮寺第一雨水幹線の整備工事に
伴い、お城側の入り口②が利用できなくなります。また、
その工事により駐車台数が減少し、利用者の皆さんに
はご不便をおかけします。
●利用できない期間
  平成21年6月15日～平成23年3月末まで

おだわら
情報

　

納
税
通
知
書
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら

1
枚
目
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
が
受
給

し
て
い
る
ど
の
種
類
の
年
金
か
ら
い
く
ら
特

別
徴
収
さ
れ
る
か
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

記
載
欄
中
の
用
語
説
明

「
特
徴
支
払
者
」

　

 

社
会
保
険
庁
や
共
済
組
合
な
ど
の
、
特
別

徴
収
さ
れ
る
年
金
を
支
払
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

「
年
金
種
類
」

　

 

老
齢
基
礎
年
金
や
退
職
年
金
な
ど
、
特
別

徴
収
さ
れ
る
年
金
の
種
類
で
す
。

「
年
金
特
別
徴
収
納
付
額
（
円
）」

　

 

そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
の
支
給
月
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
住
民
税
額
で
す
。

　

平
成
21
年
10
月
支
給
分
の
公
的
年
金
か
ら

特
別
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。
特
別
な
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

特
別
徴
収
に
な
ら
な
い
人
も
い
る
の
？

 

は
い
、
次
の
よ
う
な
か
た
は
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

● 

公
的
年
金
等
の
所
得
に
対
す
る
住
民
税

が
非
課
税
の
か
た

● 

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
が
年
額
で
18
万
円

未
満
の
か
た

● 

特
別
徴
収
さ
れ
る
税
額
が
老
齢
基
礎
年

金
な
ど
の
年
額
か
ら
、
所
得
税
、
介
護

保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
料
、
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
控
除
し
た

残
額
を
超
え
る
か
た
。

住
民
税
が
増
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

 

い
い
え
、
住
民
税
の
納
付
方
法
が
変
わ

る
だ
け
で
、
住
民
税
額
が
増
え
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
65
歳
に
な
っ
て
い
な
い
ん
だ
け
ど

 

64
歳
以
下
の
か
た
の
年
金
収
入
に
よ

る
住
民
税
額
は
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

で
は
な
く
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で

の
納
付
と
な
り
ま
す
。

ＡＡＡ
ちょっと

お聞きします

Q&A

おだわら情報

平成21年6月、8月

納付書または口座振替で納付

平成21年10月以降

年金から特別徴収（天引き）

●
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
の
対
象
と
な
る
か
た

（
次
の
条
件
の
す
べ
て
に

当
て
は
ま
る
か
た
で
す
）

・ 

前
年
中
に
公
的
年
金

等
を
受
給
し
て
い
る
か

た・
平
成
21
年
4
月
1
日

現
在
65
歳
以
上
の
か
た

・
平
成
21
年
４
月
１
日

現
在
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
老
齢
基
礎
年
金

な
ど
の
給
与
年
額
が
18
万
円
以
上
の
か
た

・
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
か
た

・
特
別
徴
収
さ
れ
る
税
額
が
老
齢
基
礎
年
金
な

ど
の
年
額
か
ら
、
所
得
税
、
介
護
保
険
料
、

国
民
健
康
保
険
料
、
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
控
除
し
た
額
を
超
え
な
い
か
た

●
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金

　

老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年

金（
老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
老
齢
年
金
・
退

職
年
金
な
ど
）で
す
。
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
住
民
税
額

　

そ
の
か
た
の
受
給
し
て
い
る
す
べ
て
の
公

的
年
金
等
の
合
計
金
額
か
ら
計
算
さ
れ
る
税

額
で
す
。
公
的
年
金
等
以
外
の
所
得
（
不
動

産
所
得
や
事
業
所
得
な
ど
）か
ら
計
算
さ
れ

る
税
額
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
納
付
書
や

口
座
振
替
な
ど
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

知っておきたい！ 
公的年金からの個人
住民税（市県民税）の
特別徴収（天引き）制度
について

［個人住民税］

（今回閉鎖します）
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自治会総連合　役員　会長：相川 文雄　副会長：石川 信雄、渡辺 征男　　会計：木村 秀昭
　　　　　　　　　　理事：神保 伸夫、星野 清治、山口　澄、山田　 寛、伊澤 二三雄
　　　　　　　　　　監事：瀬戸　充、市川　勇、市川 輝雄

連合名 自治会名 会長名 連合名 自治会名 会長名 連合名 自治会名 会長名 連合名 自治会名 会長名
緑 第１区 飯田晁巨 東富水 中曽根 金子穂積 下府中 鴨宮４区ー１ 鈴木章 酒匂・

小八幡
酒匂４区 小野寺稔

駅前第２区 栗田新市 飯田岡東 津田優 鴨宮４区ー２ 保田幸雄 酒匂５区 田中一吉
第３区 古屋正義 堀之内 平山芳一 鴨宮５区 勝又國長 酒匂６区 植田博之
浦町 小山公一 富水 飯田岡本村 草柳寛 大道 古川毅 酒匂７区 二見昌一
第４区 草山匡文 飯田岡若宮 尾崎壽一 桜井 寺下 米山敦 酒匂８区 三廻部洋次郎
第５区 坂本坦 飯田岡飯中 岩本武雄 高河原 釼持悟 酒匂９区 土井康孝
竹花 ◎ 瀬戸衛 飯田岡楠 長崎春松 河原庭 片山幸男 酒匂１０区 日比野和宏
銀座 佐久間興一 柳新田 松田悦一 西之庭 ◎ 相川文雄 酒匂１１区 ◎ 栗田和雄

新玉 台宿 長谷川誠一 小台 井上勝美 新屋敷 諸井暁之 酒匂１２区 田上昭和
大工町 門松俊二 池田 中野武 浅原 青木富雄 酒匂１３区 渕上勝義
第９区 小林康男 新屋 杉崎久夫 東栢山中の町 田原隆 酒匂１４区 澤井俊夫
第１０区 土屋裕利 府川 加藤紀元 東栢山学校前 窪田寛 酒匂１５区 富田俊治
第１１区 ◎ 飯田和男 久所 窪田正昭 東栢山城北 近藤赳夫 酒匂１６区 松田正
第１２区 須田勝次 仲沢 長谷川廣行 東栢山道下 二宮勉 酒匂１7区 長澤英治
第１３区 湯川功 北ノ窪 内田孝夫 東栢山道上 二宮義 小八幡１区 譲原春夫
新宿 山崎純一 穴部 平野嗣和 柳町 大田原文明 小八幡２区 安藤勝彦

万年 第１５区 亀井宏悦 穴部新田 植木國治 西栢山 安藤誠二 小八幡３区 栗原稔育
第１６区 石井好一 上清水 ◎ 木村秀昭 栢山清流荘 尾田原和佐 小八幡４区 鈴木勲
第１7区 ◎ 神保伸夫 下清水 鈴木孝次 弥生 西條博之 小八幡５区 佐井幸治
第１８区 福住昌久 久野 宮本 中津川福蔵 豊川 飯泉１区 ◎ 山口澄 小八幡６区 松村民久
第１９区 小髙伯夫 坂下 倉石喜七郎 飯泉２区 富山浩明 小八幡８区 木暮周介
第２０区ー１ 髙井哲 京福台 岸本勝彦 飯泉３区 亀井光雄 小八幡９区 津山貴嗣
第２０区ー２ 佐々木正勝 北久保 山川健二 東成田 栢沼行雄 小八幡１０区 瀧本尭

幸 第２１区 桑原義樹 下宿 奥津不二男 西成田 村山雅 片浦 石橋 ◎ 中井英雄
第２２区 内山宏 久野中宿     早野竹雄 成和 大村慎哉 米神 松本勇
第２３区 加藤條一 星山 石内正行 桑原 加藤俊昭 根府川 會田髙久
第２４区 山口芳司 中久野 出野重富 富士見 細羽英昭 江之浦 森本俊行
第２５区 藤田幹夫 三国 北川佳紀 上府中 高田別堀西 磯﨑衛 曽我 上曽我 稲毛勝巳
第２６区 瀬戸裕一 留場 駿河寛 高田別堀南 杉崎一博 中河原 代田要
第２７区 ◎ 瀬戸充 坊所 ◎ 星野清治 高田別堀東 市川直 下大井 ◎ 久保寺正

十字 第２８区 安藤啓一 欠ノ上 山口留男 上千代 杉山満 鬼柳 市川芳夫
第２９区 ◎ 福田光好 舟原 一寸木高男 上原 富田昌治 曽我大沢 関野晃弘
第３０区 神永四郎 諏訪の原 杉本重吉 下千代 吉野輝夫 春木住宅 高橋美佐子
第３１区 荒川優 和留沢 釣巻栄助 永塚 秦　瑛 籠場住宅 飯岡芳雄
第３２区 谷川公治 大窪 第５８区 津田好一 東大友 小林信一 花里住宅 新鹿勲

足柄 第３３区 石川進 第５９区 野崎忠 西大友 興津昭彦 橘南 西第１区 大木徹
セントラルハイツ ◎ 斎藤順治 第６０区 荻野晄男 延清 ◎ 市川輝雄 西第２区 大曽根哲夫
第３４区 篠田康光 第６１区 ◎ 石川信雄 下曽我 曽我原 曽我義市 中宿 廣澤朗光
第３５区 大川和美 第６２区 秋山勉 曽我谷津 ◎ 神保忠司 向原 ◎ 椎野禎章
第３６区 早野一男 第６３区 木村勲 曽我岸 湯川誠一 町屋 椎野亨
第３７区 川田康弘 第６４区 安藤保之 曽我別所 小澤淳一 押切 田代賢二

芦子 寺町 山口真一 早川 木地挽 ◎ 木村正達 曽我神戸 渡邉一造 羽根尾 渡邉徳太郎
荻窪 田嶋邦典 早稲田 田坂進 曽我山岸 柳川昌弘 ＪＲ前川アパート 池田政孝
上谷津 高橋一郎 向口 山口芳郎 国府津 国府津第１区 松本今朝臣 橘北 中村原第１区 阿部信二
中谷津 村野芳一 西組 青木捷夫 国府津第２区 関野英夫 中村原第２区  ◎ 渡辺征男
下谷津 平井亀之助 中組 竹井幹治 国府津第３区 朝倉知 中村原第３区 後藤洋一
入谷津 山田義衞 東組 大津俊一 国府津第４区 古谷安雄 中村原住宅 内藤威男　
池上 ◎ 市川勇 山王

網一色
山王松原 栁下達藏 国府津第５区 石塚勇 中村原第６区 川野泰明

二川 井細田１区 石川辰男 山王西 常盤秀一 国府津第６区 柴山公平 中村原第７区 三浦広之
第４３区 鈴木實 山王東 古谷登 国府津第７区 佐藤哲男 小船第１区 鈴木保
第４４区 ◎ 村山泰久 山王70区 山口繁 国府津第８区 江藤忠 小船第２区 小宮信市
小田原グリーンタウン 上田泰三郎 網一色 ◎ 山田寛 国府津第９区 向尾恭政 山西 志澤勲

東富水 蓮正寺第１ ◎ 木村貞雄 下府中 下堀 志村学 国府津第１０区 川口博三 小竹下 岸忠行
蓮正寺第２ 土屋晧 中里１区ー１ 村山幸二 国府津第１１区 細谷誠次 小竹打越 小島正明
蓮正寺第３ 加藤英二 中里１区ー２ 高橋直之 国府津第１２区 中村登城 小竹坂呂 岸義行
蓮正寺第４ 照井繁 中里２区 ◎ 鈴木晴夫 国府津第１３区 中川栄一 小竹脇 秋澤信男
蓮正寺第５ 池谷勇 矢作 村山行雄 国府津第１４区 小島實 明沢 小清水守
蛍田駅前 村田三郎 南鴨宮１区 小嶋憲司 国府津第１５区 川口眞弘 沼代 林日出雄
霞ノ瀬 島田孝 南鴨宮２区 関野次男 国府津第１６区 村上良照 上町 小宮欣吾
狩川 永森修司 南鴨宮３区 植田正 国府津第１８区 ◎ 伊澤二三雄 橘団地共同 杉山博之
蛍生会 金澤惠美子 南鴨宮４区 早野格郎 国府津第１９区 小岩幸雄 橘団地一般住宅 大隈五郎
蓮正寺住宅 吉葉茂樹 南鴨宮５区 米澤政道 酒匂・

小八幡
酒匂１区 宮坂剛一 さつきが丘 芦田努

よし田 髙橋東吾 鴨宮２区 飯山輝夫 酒匂２区 川瀬正揚 湘南橘台住宅 矢吹嘉治
蛍田中央 森川巧 鴨宮３区 瀬戸勇 酒匂３区 鈴木利徳 若葉台 濱田祐爾

自治会長名簿

地区順・敬称略、◎は連合会長（６月１日現在）

自治会は、地域の皆さん同士のコミュニケーションに欠かせない存在であり、自治会
長は、自主的に組織された自治会の代表者です。みんなでまちづくりに参加し、お
互いに助け合える住みよいまちを目指しましょう。        Y地域政策課　☎33-1457

平成２1年度
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設
立
50
周
年　

松
永
記
念
館
と
耳
庵
・
松
永
安
左
ヱ
門
③

郷
土
文
化
館
で
は
今
秋
、
松
永
耳
庵
が
松
永
記
念
館
を
設
立
し
て
50
周
年
を
迎
え
る
の
を
記
念
し
、
松
永

記
念
館
で
特
別
展
を
開
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
耳
庵
の
人
物
像
や
松
永
記
念
館
に
つ
い
て
連
載
で
紹
介
し
ま
す
。

Y
郷
土
文
化
館　

☎
23
１
３
７
７

  

耳
庵
が
、
鈍
翁
・
益
田
孝
の
半
ば
強
引
な
勧
め
も
あ
っ

て
茶
の
湯
を
始
め
た
の
は
、
60
歳
に
な
っ
た
昭
和
10
（
１

９
３
５
）
年
の
こ
と
で
し
た
。
論
語
の
「
六
十
に
し
て
耳

順
う
」
に
ち
な
ん
で
「
耳
庵
」
と
号
し
、
鈍
翁
や
三
溪
・

原
富
太
郎
か
ら
茶
の
湯
や
古
美
術
に
つ
い
て
学
び
、
二

人
の
茶
道
や
美
術
に
対
す
る
精
神
を
引
き
継
い
で
、
に

わ
か
に
茶
人
と
し
て
の
才
覚
を
現
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
特
に
鈍
翁
は
、『
近
代
数
寄
茶
の
後
継
者
』
と
し

て
耳
庵
に
期
待
し
、
自
ら
主
催
す
る
茶
会
に
た
び
た
び

招
い
て
は
、
学
ぶ
機
会
を
与
え
て
い
ま
し
た
。
鈍
翁
の

住
む
板
橋
の
掃
雲
台
に
も
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
、
後
に

板
橋
に
老
欅
荘
を
構
え
る
き
っ
か
け
の一つ
に
な
っ
た
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
溪
に
は
、
茶
道
や
古
美
術
へ
の
姿
勢
以
外
に
も
学

ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

三
溪
の
活
躍

の
舞
台
で
あ
っ
た

横
浜
は
、
関
東

大
震
災
で
壊
滅

的
な
打
撃
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

三
溪
は
そ
の
再

興
の
た
め
に
立
ち

上
が
り
、
私
財

を
投
じ
て
取
り

組
み
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
目
覚

し
い
復
興
を
遂
げ
た
横
浜
の
陰
で
、
三
溪
の
会
社
は
経

営
難
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
三
溪
は
不
満
を
口

に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

耳
庵
は
三
溪
に
つ
い
て
、「
先
生
の
風
格
、
真
率
な

る
態
度
、
自
己
犠
牲
的
寛
容
さ
、
栄
辱
の
ほ
か
に
超
然

た
る
襟
懐
と
言
っ
た
点
に
お
い
て
何
人
に
も
追
随
を
許

さ
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
」と
語
っ
て
い
ま
す
。耳
庵
が「
先
生
」

と
呼
ん
だ
人
物
は
福
沢
諭
吉
と
三
溪
だ
け
だ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
耳
庵
ゆ
か
り
の
品
や
情
報
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
ぜ

ひ
郷
土
文
化
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平成21年3月30日付けで、新たに３件が市指定文化財になりました。今回の指
定で市指定文化財は108件になりました。           Y文化財課　☎33-1717

新たに３件が市指定文化財に ①薬
やく

師
し

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

種　類　彫刻
寸　法　像高６０．３cm
所　有　宝金剛寺
【指定理由】 市域には藤原、鎌倉時代に遡

さかのぼ

る仏像
が10数体知られていますが、最も古い作例の一
つに当たることは間違いなく、県西部の上代仏教
文化を物語る貴重なものです。

②紙
し

本
ほん

着
ちゃく

色
しょく

 西
せい

洋
よう

童
どう

子
じ

像
ぞう

種　類　絵画
寸　法　縦６５.９cm　横３１.２cm
所　有　宝金剛寺
【指定理由】 桃山期から江戸初期にかけて流行を
見た初期洋風画の一つで、日本人絵師が和紙に
描いたものと思われます。このような初期西洋
風俗画は、全国的にも作例が少なく、小田原で
も唯一のものです。

①絹
けん

本
ぽん

着
ちゃく

色
しょく

 千
せん

手
じゅ

観
かん

音
のん

二
に

十
じゅう

八
はち

部
ぶ

衆
しゅう

像
ぞう

種　類　絵画
寸　法　縦１３０.０cm　横６８.６cm
所　有　本源寺
【指定理由】 市域における中世期に遡る仏画とし
ては、報身寺の阿弥陀来迎図（国重文）に次ぐ古
例であり、保存状態もよく伝統的な仏画描法を
よく踏まえた優秀な作例といえます。また、伝来
も小田原の歴史に深くかかわり、特に近世大久
保氏の信仰を知る上でも貴重なものです。

① ③②

注）薬師如来坐像以外の文化財は、一般公開していません。

原三溪（富太郎）（写真提供：三溪園）

鈍翁・三溪・耳庵が代々所有者となった箱根強羅公園
『白雲洞』（写真提供：箱根登山鉄道1）
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富
士
見
体
験
パ
ピ
リ
オ
ン

「
構
え
て
！
・
・
・
始
め
！
」

「
え
いっ
！
」「
や
あ
っ
！
」

「
ビ
ュ
ー
ン
」「
バ
シ
ッ
」「
パ
ー
ン
！
」

「
や
っ
た
あ
！
」

　

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
と
、
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
製
の
剣

を
振
り
回
し
た
り
、
当
た
る
音
、
そ
し
て
、
見
事
一

本
勝
ち
し
た
時
の
紙
風
船
の
割
れ
る
音
。

　

毎
年
こ
の
「
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
」
の
パ
ビ
リ
オ
ン

に
は
、
男
女
、
学
年
を
問
わ
ず
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
り
ま
す
。
今
年
６
年
目
を
迎
え
る
「
富

士
見
体
験
パ
ビ
リ
オ
ン
」
は
、「
子
ど
も
は
、
多
く

の
人
や
物
と
の
体
験
的
な
触
れ
合
い
を
通
し
て
豊
か

な
心
を
は
ぐ
く
ん
で
い
く
」
と
の
理
念
の
下
に
始
め

ま
し
た
。
毎
年
７
月
の
第
２
、
第
３
火
曜
日
の
昼

休
み（
清
掃
な
し
の
45
分
間
の
昼
休
み
）
と
、
続
く

富士見小学校
（児童数：755人）

このコーナーでは、小・中学校でのユニークな取り組み
を紹介します。子どもたちの生き生きとした表情を見る
と、小田原の未来も安心！という気持ちになりますね。

Y教育総務課　☎３３-１６７１

今月号は…

連載

５
校
時
目
を
使
っ
て
の
活
動
で
す
。
第
２
週
が
上

級
生
（
４
〜
６
年
生
）、
第
３
週
が
下
級
生
（
１
〜

３
年
生
）に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
師
は
、
各
学
年
の
担
任
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
か
た
に
交
渉
し
決
定
し
ま
す
。
今
ま
で
に
、
地
域

の
か
た
や
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
に
登
録
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
に
、
講
師
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
事
前
に
申
し
込
ん
だ
自
分
の
希
望
す

る
パ
ビ
リ
オ
ン
に
参
加
し
ま
す
。
特
に
人
気
が
高
い

の
は「
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
」「
ど
ろ
だ
ん
ご
作
り
」。

ほ
か
に
も
「
わ
ら
べ
歌
」「
紙
飛
行
機
作
り
」「
な
つ

か
し
い
お
も
ち
ゃ
作
り
」「
折
り
紙
で
す
も
う
大
会
」

「
英
語
と
オ
カ
リ
ナ
」「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
だ
ん
ご
作
り
」

「
チ
ラ
シ
を
使
っ
て
風
車
作
り
」「
森
の
工
作
」「
塩

ア
イ
ス
作
り
」「
絵
手
紙
」「
生
け
花
」「
江え

　
ど
　
も
ん

戸
紋
き

り
」
な
ど
の
パ
ビ
リ
オ
ン
が
あ
り
ま
す
。

難しかった生け花。でも明るい気持ちになりました。

年に1度「富士見体験パビリオン」という催しがあります。たくさん
の種類の中から自分でやってみたいものを選びます。例えば、

スポーツチャンバラ、マジック、石けん作りなど
があって、低学年のためのものと高学年のため
のものに分かれています。
　私は、５年生の時に生け花をやりました。簡
単そうに思っていたけれど、実際にやってみる
とうまくバランスがとれなくて難しかったです。
でも、お花を生けると明るい気持ちになり、楽し
かったです。学校の授業とは違う、富士見体験
パビリオンで体験したことを、これから生かすこ
とができればと思っています。次のパビリオンは
何を選ぼうかと、今から楽しみにしています。

矢
や

代
しろ

 美
み

穂
ほ

さん
（6年生）

絵手紙の書き方では発見と驚きの連続でした。

毎年パビリオンを楽しみにしています。富士見体験パビリオンで、
押し花や絵手紙、スポーツチャンバラなどいろいろな物を作った

り、体を動かしたりします。押し花には押し花の先生がいて、毎回て
いねいに教えてくれるので、とても楽しみです。
５年生のパビリオンでは、絵手紙に参加しまし
た。最初に「下書きをしない」と先生が言って
いたのでびっくり。それに、小筆を持つのは下
の方ではなく一番上だということでした。慣れ
なかったので時間がかかりましたが、先生に見
せると、「見せに来てくれるのを楽しみにしてい
ましたよ」と言ってくれました。初めて挑戦し
た絵手紙に大満足です。
　地域のいろいろなかたがた（先生）と触れ合う
ことができるのもとても楽しみにしています。 香

こう

西
ざい

 歩
あゆみ

さん
（6年生）

【
連
載
】

早
川
小
学
校　

図
書
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

　

中
休
み
の
チ
ャ
イ

ム
が
鳴
る
と
、
図
書

室
は
目
を
輝
か
せ
た
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　

月
・
水
・
金
曜
日
の
週
３
回
、
10
時
20
分

か
ら
の
中
休
み
15
分
間
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
お
母
さ
ん
20
名
が
、
当
番
制
で
子
ど
も

た
ち
の
本
の
貸
し
出
し
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
は
卒
業
し
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
続
け
て
い
る
國
原
さ
ゆ
り
さ
ん
は
、「
子
ど

も
た
ち
と
地
域
で
も
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
で
き
ま

す
ね
」と
。
４
年
前
こ
の
地
域
に
引
っ
越
し
て

き
た
杉
﨑
洋
子
さ
ん
は
、「
早
川
の
こ
と
を
よ

く
知
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」と
、
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
３
月
に
完
成
し
た
新
し
い
図
書

室
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
や
自
治
会
の
皆
さ
ん
の
意
見
も
採
用
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
。
快
適
で
使
い
や
す
く
な
っ

た
図
書
室
か
ら
は
、

本
が
大
好
き
な
子

ど
も
た
ち
を
育
て

よ
う
と
い
う
、
皆

さ
ん
の
想
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

左から杉﨑さん、國原さん
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　4月1日から本稼動した最新鋭の「消防情報指令システム」は119番の電話が入ると同時に災害現場の特定や、災害の種類・
規模などから、出動の部隊編成や指令を自動的に行うことができるシステムです。119番電話の通話中でも自動的に指令が
出せ、すぐ出動できる態勢が整います。
　これまでは、火災か、救急か、住所の確認、名前の確認、被害状況などの確認を電話を受けた指令員が聞き取り、地図で
災害現場の場所を特定し、電話を切った後、出動隊や車両の準備をしていたことを考えると、“1秒”を争う災害現場では、
そして「いのちを大切にする小田原」にはなくてはならないシステムです。本稼動から2か月がたち、119番電話を受けて（覚
知）から災害現場に到着するまでの時間が47秒（昨年の平均と今年の4月の比較で）短縮されました。

　Y警防課　☎49-4420　

《自動出動指定装置》

・情報から消防車と救急車の手配をします。
・ 災害の規模を正確に把握して出動する消
　防署（分署）の部隊や車両の台数をコンピ
　ューターが瞬時に決定します。
・場所の特定から、救急現場に一番近い　
　救急車を決定します。

新システムにより平均が5分49秒に短縮されました

新システムの導入によって、平成20年には119番通報の覚知から、災害現
場到着まで平均6分36秒かかっていましたが、平成21年4月は平均5分49
秒に短縮することができました。これからも、迅速かつ正確に「消防車」や「救
急車」を出動させるため、必要な情報を伺います。
そのため、あせらず落ち着いて正確な情報をお知らせください。

災害現場…消防
や救護活動を行
います。

災害現場
到着

大規模災害の場合は…
《消防警備本部システム》

的確な災害対策を行うため、
各消防署（分署）や市災害
対策本部で災害情報や被害
情報など必要な情報の共有
化を図ります。

災害現場へ向かう消防車、救急
車にも災害の最新情報が伝えら
れます。
また他の消防車、救急車の位置
情報、消火栓や病院情報などを
表示することもできます。

災害情報テレホンサービス　　☎0180-994-949
地域医療連携室　　　　　　　☎47-0833（平日の昼間）
救急病院案内専用ダイヤル　　☎49-0119（休日・夜間）
災害情報ガイド　　  http://www.8.ocn.ne.jp/̃odawara/saigai/
気象情報ガイド http://www.8.ocn.ne.jp/̃odawara/weather/index.htm

《出動指令》

出動の準備が完了すると
各消防署（分署）に災害情
報が伝えられます。

《動画像伝送装置》

刻々と変わる災害現場の状
況をビデオ画像で消防本部
に送信します。

出動！出動
準備完了！

災害現場へ！

※一部の電話から
通話ができない場
合があります。
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119番通報から
現場到着まで より迅速に
～市民の皆さんから119番通報があったとき
　　 　　  消防署の“新システム”が力を発揮します～

《発信地表示システム》

市民から119番通報を受けると同時に、
通報（災害発生）場所を特定します。
一般電話やIP電話から119番通報を
受けると瞬時に通報場所（住所）の特
定ができます。
携帯電話からの119番通報も高精度
で通報場所の特定をします。

《119番ファクス・
119番メール受信装置》

通常の119番通報のほか、聴覚障
害や言語機能障害のかたが、ファ
クスやメールを使って通報するこ
とができるようになりました。

119番
通報

「火事だ！」
「事故だ！」
「急病人だ！」

《予告指令》

119番通報の電話を受けなが
ら、災害情報を判断し、コン
ピューター音声により予告指
令が自動的に流れます。

災害情報
把握・確認

はい、こちら
小田原消防です。
火事ですか？
救急ですか？

「いのちを
大切にする
小田原へ」

消防本部
指令室

119番受信
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、
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た
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再
生
紙
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使
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い
ま
す
。

4
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「太閤一夜城と長興山史跡巡りコース」は、山合いに伝わる、今は昔の夢物語をたど
るコースです。生命の星・地球博物館はファミリーにお薦めです。

＜コース紹介＞
箱根登山鉄道・入生田駅a紹太寺
a稲葉一族の墓a鉄牛和尚の寿
塔・しだれ桜a生命の星・地球博
物館a太閤橋a石垣山一夜城歴
史公園a海蔵寺a久翁寺a早川
観音a小田原漁港aＪＲ早川駅
○距離／約８．３ｋｍ
○所要時間／約２時間４０分
※各施設などの見学時間は除きます。
＜注意＞太閤橋から一夜城への道路は
現在一部工事中のため、歩くときには注
意してください。

●小田原漁港
県西地域の拠点漁港で、アジやイ
ワシをはじめ、さまざまな種類の魚
が水揚げされます。漁港内には魚
市場や食堂があり、旬の魚介類を
楽しむことができます。防波堤には、
小田原ちょうちんを模した灯台が
あり、訪れる人に親しまれています。

●紹太寺
寛文９（1669）年、小田原藩主稲葉正則が父
母と祖母の春日局の霊を弔うために建てました。
稲葉一族や春日局の墓・供養塔、開山の鉄牛
和尚の寿塔があるほか、樹齢約３４０年といわ
れるしだれ桜は全国的に知られています。

●生命の星・
　地球博物館
地球や生命、神奈川
の自然、自然と人間の
共生をテーマとしてい
ます。常設展示室には、
動物や植物、恐竜やア
ンモナイトの化石が展
示されており、４６億
年の地球の歴史を体
感することができます。

●石垣山一夜城歴史公園
石垣山の名は、天正１８（1590）年
小田原北条氏を攻めるための本
営として広大な石垣積みの城が
築かれたことに由来します。豊
臣秀吉の策略により、一夜で築
城したように見せかけたことから
「太閤の一夜城」とも呼ばれて
います。（国指定史跡）

●早川観音
寺名は真言宗真福寺で、本尊
は12世紀のころの作といわれ
る正観世音菩薩立像です。地
元の人には「観音さん」と呼ば
れて親しまれています。毎月１
７日の縁日は、大勢の参拝客
でにぎわいます。

連載

表紙の言葉

小田原の原風景百選

「早川の鮎釣り」

明治時代に活躍した小説家・村井弦斎。釣り通としても知られ、
小田原時代の代表作『食楽道』中の「鮎の味」「友釣りのアユ」
では、鮎の味が川・漁法・料理法によって違うこと、早川の鮎が
酒匂川のそれと並んでおいしいこと、を記しています。小田原にお
ける初夏の風物詩の１つです。
鮎釣りが解禁日になるのは毎年6月ごろ。縄張り意識が強い鮎の性質を利用した
「友釣り」や「毛針釣り」といった方法で漁獲されます。養殖の鮎と天然の鮎で
は顔つきが違う、体つきも全体に丸みをおびているといわれています。

一緒に歩きませんか　 街かど
博物館コース

②

日　時　６月１９日（金）１０:００～
参加費　３００円（保険料・資料代）  集合　小田原駅東口
問合せ　ＮＰＯ法人小田原ガイド協会 ☎２２-８８００

ウォーキングタウンおだわら散策マップ　
市内の歴史や自然を満喫できる11の散策コースなどを分かり
やすく紹介。観光課、小田原駅観光案内所のほか、小田原
アリーナ、各支所・連絡所などの公共施設で配布しています。

太閤一夜城と長興山史跡巡りコース
Y観光課　☎３３-１52１
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〜
小
田
原
農
業
を
み
つ
め
、
は
ぐ
く
み
、
生
か
す
人
々
が
い
れ
ば
こ
そ
〜

息
づ
く
! 
小
田
原
の
大
地
と
と
も
に
!!

　

人
々
の
生
活
に
密
接
に
か
か
わ
り
続
け
て
い
る
農
業
。
私
た
ち
が
先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
大
切
な
営
み
で
す
。
現
在
は
、
関
係
者
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
ま
ち
、
小
田
原
の
農
業
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
小
田
原
農
業
を
み
つ
め
、
は
ぐ
く
み
、
生
か
す
た
く
さ
ん
の
人
々
が
い
ま
す
。
み
ど
り
豊
か
な
小
田
原

の
大
地
に
〝
息
づ
く
〞
も
の
。
今
回
は
、
小
田
原
の
農
業
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
    

Y
農
政
課　

☎
33
１
４
９
１

　

小
田
原
農
業
を
牽け

ん

引い
ん

し
て
き
た
の
は
、
多
く
の
農
業
者
の
皆
さ
ん
が
加
入
す
る
「
か
な
が
わ
西
湘

農
業
協
同
組
合
（
以
下
、
Ｊ
Ａ
か
な
が
わ
西
湘
）」
で
す
。
昔
も
今
も
、
地
域
を
、
農
業
の
現
場
を
み

つ
め
続
け
て
い
ま
す
。

第
１
章　
小
田
原
農
業
の
原
点　

〜
農
協
の
取
り
組
み
〜

　

荒
廃
農
地
対
策
の一
環
と
し
て
市
か
ら
勧

め
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、「
た
ま
ね
ぎ
の

オ
ー
ナ
ー
制
」を
始
め
ま
し
た
。
畑
の
準
備

は
青
壮
年
部
が
、
苗
植
え
や
収
穫
は
オ
ー

ナ
ー
さ
ん
が
行
い
ま
す
。

　

オ
ー
ナ
ー
さ
ん
は
約
７
割
が
リ
ピ
ー
タ
ー
で
、

５
月
の
収
穫
祭
で
は
２
６
５
組
の
か
た
が
新

た
ま
ね
ぎ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
オ
ー
ナ
ー
制

の
利
点
は
こ
の
畑
で
試
験
的
な
取
り
組
み
が

で
き
る
こ
と
。
そ
の
結
果
を
部
会
へ
報
告
し

て
自
ら
の
農
作
業
に
反
映
す
る
な
ど
、
研
修

や
技
術
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

下
中
の
玉
ね
ぎ
を
食
べ
て
ほ
し
い

Ｊ
Ａ
か
な
が
わ
西
湘　

青
壮
年
部　

下
中
支
部
長　

　

石
塚 

明
さ
ん

〝
地
産
地
消
〞
で
安
全
・
安
心
な
食
を

Ｊ
Ａ
か
な
が
わ
西
湘　

組
織
担
当
常
務
理
事   

 

枝
野 

吉
光
さ
ん

　

昭
和
39
年
に
小

田
原
市
農
協
（
Ｊ
Ａ
お
だ
わ
ら
）
が
、
同
41

年
に
あ
し
が
ら
農
協
（
Ｊ
Ａ
あ
し
が
ら
）が
発

足
し
ま
し
た
。
農
業
の
生
産
力
を
増
加
さ
せ
、

農
家
の
経
済
的
・
社
会
的
な
地
位
向
上
を

目
指
し
設
立
さ
れ
た
協
同
組
織
が
農
協
で

す
。日
本
全
国
で
農
業
の
指
導
や
流
通
支
援
、

金
融
活
動
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
Ｊ
Ａ
お
だ
わ
ら
と
Ｊ
Ａ
あ
し
が
ら
が

合
併
し
て
ま
も
な
く
３
年
、
Ｊ
Ａ
か
な
が
わ

西
湘
で
は
、
専
門
知
識
を
生
か
し
た
営
農

指
導
な
ど
、
地
域
の
農
家
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。〝
地
産
地
消
〞
を
合
言
葉
に
、
こ

れ
か
ら
も
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
小
田

原
を
始
め
と
す
る
県
西
地
域
で
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
を
栽

培
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
安
全
・
安
心
な
食

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
へ
つ
な
ぐ
〝
食
農
教
育
〞

Ｊ
Ａ
か
な
が
わ
西
湘　

組
織
相
談
部
長　

     

　

安
藤 

俊
之
さ
ん

　

徳
育
、知
育
、体
育

と
同
様
に
大
切
な
、食
育
。
こ
れ
と
農
業
を

深
く
結
び
つ
け
る
の
が
私
た
ち
の
〝
食
農
教

育
〞
で
す
。
食
、
農
、
地
域
や
自
然
と
の
か

か
わ
り
を
重
視
し
、
農
産
物
の
成
長
過
程

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
食
を
支
え
る
農
の
役

割
な
ど
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
今
年
度
は
地
域
の
小
学
校
を

対
象
に
「
野
菜
苗
の
助
成
」や「
現
場
で
の

農
業
指
導
」（
と
も
に
応
募
制
）に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
食
材
の
流
通
経
路（
ど
う
い
っ
た

流
れ
で
家
庭
に
届
く
の
か
）、
食
物
へ
の
感
謝

（
食
卓
に
並
ぶ
ま
で
に
ど
う
い
っ
た
皆
さ
ん
の

苦
労
が
あ
る
の
か
）な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

県
西
地
域
の
農
耕
地
の
約
６
割
を
占
め

る
小
田
原
は
、
ま
さ
に
少
量
多
品
目
の
豊
か

な
農
産
物
を
生
み
出
す
恵
ま
れ
た
地
域
な

の
で
す
。

市民の皆さん一人ひとりの無尽蔵の力が、
明日の小田原を描き、未来の小田原を拓き
ます。さまざまな分野で活躍する皆さんの
取り組みなどを特集でご紹介します。

未来開拓人〈Ⅰ〉
おだわら
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け
に
来
て
い
ま
す
。

　

青
果
市
場
の
役
割
は
、
各
地
か

ら
た
く
さ
ん
の
種
類
の
農
産
物
を

集
め
、
セ
リ
な
ど
に
よ
り
公
正

な
価
格
で
売
買
す
る
こ
と
、
安

全
な
農
作
物
を
安
定
し
て

提
供
す
る
こ

と
、
さ
ら
に
は
災
害

時
に
は
市
場
に
あ
る
農
産
物
を
提

供
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

市
場
は
、
食
の
面
で
私
た
ち
の
生
活
を

支
え
て
い
る
の
で
す
。

　

作
ら
れ
た
も
の
を
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
農
業
本
来
の
目
的
で
す
。
農
業
者
か
ら
消

費
者
（
市
民
の
皆
さ
ん
）へ
の
大
切
な
橋
渡
し
役
（
拠
点
）と
な
り
、
農
作
物
を
は
ぐ
く
ん
で
い
ま
す
。

第
２
章　
小
田
原
農
業
と
流
通　

〜
さ
ま
ざ
ま
な
拠
点
〜

副
店
長　

鈴
木 

健
一さ
ん

　

昨
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
農
協
の
直
売
所

「
朝
ド
レ
フ
ァ
〜
ミ
♪
」。
直
売
所
に
集
ま
る
農

産
物
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
農
協
の
組
合
員
の
生
産

し
た
も
の
で
す
。
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
中
井
や
山

北
、
湯
河
原
か
ら
も
商
品
が
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

店
名
が
示
す
と
お
り
、〝
新
鮮
さ
〞
が
特
徴
。

集
ま
る
農
産
物
は
朝
一
番
に
お
店
に
届
け
ら
れ
、

売
れ
残
っ
た
も
の
は
そ
の
日
の
夕
方
に
生
産
者
の

手
に
よ
り
引
き
取
ら
れ
、す
べ
て
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

お
客
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
新
鮮
で
安
全
な
農
産

物
を
安
心
し
て
買
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
。
売

れ
残
っ
た
も
の
を
置
い
て
お
く
と
、
ど
れ
が
新
鮮

な
も
の
か
分
か
り
づ
ら
い
し
、
場
所
を
取
ら
れ
て

し
ま
い
次
の
新
鮮
な
農
産
物
が
並
べ
ら
れ
な
い
か

ら
で
す
。

　

農
家
の
か
た
も
、
自
分
で
価
格
を
決
め
、
売
場

に
並
べ
、
農
産
物
の
行
き
先
が
分
か
る
の
で
手
ご

た
え
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

 

「
こ
の
前
食
べ
て
お
い
し
か
っ
た
か
ら
、
ま
た
同
じ

農
家
の
商
品
は
な
い
の
？
」
な
ど
、
お
店
に
寄
せ

ら
れ
た
感
想
も
す
べ
て
生
産
者
に
伝
え
て
い
る
ん

で
す
よ
。

　

市
場
と
は
異
な
っ
た
方
法
で
農
家
の
生
産
意
欲

を
か
き
立
て
、
農
産
物
の
流
通
を
支
え
て
い
ま
す
。

農
家
の
直
売
【
朝
ド
レ
フ
ァ
〜
ミ
♪
】

公
正
な
流
通
と
価
格
の
番
人
【
青
果
市
場
】

農
政
課
職
員　

椎
野 

路
子
さ
ん

　　

青
果
市
場
は
、
全
国
の
産
地
か
ら
農
産
物
を

集
め
、ス
ー
パ
ー
や
小
売
店
に
卸
売
す
る
場
所
で
す
。

　

小
田
原
の
市
場
の
正
式
名
称
は
「
小
田
原
市

公
設
青
果
地
方
卸
売
市
場
」。

　

昭
和
47
年
に
設
置
さ
れ
た
市
営
の
市
場
で
す
。

県
西
地
域
は
も
ち
ろ
ん
、
場
内
に
は
卸
売
会
社
が

２
社
あ
り
、
静
岡
県
の
熱
海
市
や
伊
東
市
、
山

梨
県
の
山
中
湖
村
か
ら
も
野
菜
や
果
物
の
買
い
付
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“豊かな心”とおいしい梅は宝物  o（＾ヮ＾）o
　昨年の総合学習「曽我の梅トラマン２９」。５月の梅もぎ
から２月の「曽我の梅まつり」まで３年生２９人が１年を通
して梅と触れ合いました。
「梅でシャーベットを作ったり、梅の歴史や梅農家の仕事
などを学びました。曽我の梅はとてもおいしいですよ。皆
さん、ぜひぜひ、食べにきてください」

（曾
そ

我
が

 圭佑さん/４年生）
「家で作るのとは違い、漬けて乾かす作
業はとても勉強になりました。梅まつりで
の活動発表、「梅情報」を配ってお礼
の手紙をもらった時は、とても嬉しかった
です」（滝澤 真

ま

南
なん

さん/４年生）

下曽我小学校

みんなで作った野菜やお米は最高  ｄ（＾０＾）ｂ
報徳小学校

さあ、食育は親子みんなで （＾－’）ｂ

　富水において平成4年から3人で活動を開始、大豆作りを
はじめ、各種体験（味噌、こんにゃく、ブルーベリージャム、シ
ソジュース、豆乳、焼肉のタレ作りなど）を行いながら、平成
15年に同隊を結成しました。現在は20数人ほどで楽しく活動
しています。学校や団体などの体験実習や講義も行い、最
近では、若い夫婦
や男性も参加して
くれて何よりです。
栽培から加工まで
という体験を通じて、
子どもの食育に加え、
親の食育について
も考えていきます。

夢みるみどりの探検隊

　農業者間交流や後継者育成のために、市も協力し
て平成9年に設立された農事組合法人です（所在地：
曽我別所194）。地元で生産された牛乳からジェラート
を作っています。
　小八幡在住の荒川さん一家（幸

さち

恵
え

さん、陽
はる

菜
な

ちゃ
ん、夏輝くん）。家族みんなで週に１、２度通っています。
ブルーベリー、チョコにイチゴ、どれもとってもおいしくて、
家族みんな、だーいすきです！

小田原牧場アイス工房

おだわら産アイスクリーム、
食べてごらん  （o´▽｀o）

（左から）

村越 紅
すみ

英
え

さん
太田 美知子さん
小林 照子さん

第
３
章　
小
田
原
農
業
っ
て
いい
ね
♪　

〜
み
ん
な
の
笑
顔
〜

　全学年が取り組む野菜作り「すくすく畑」と5年生が行うお
米作り「捨

すて

苗
なえ

田
でん

」。報徳精神の息づくこの地域ならではの農
業体験です。
「すくすく畑では、地域の皆さんにいろいろと野菜づくりの基礎
を教えてもらいました。じゃがいも、玉ねぎ、さつまいもなど、自
分たちで作ったものを食べることができ、最高です」

（山﨑 大さん/6年生）
「捨苗田は、自宅での機械による農作業と比べて大
変でしたが、尊徳先生の思いを感じながら作業を行
うことができました。これからも先生のことをいろいろと
学びたいと思います」（市川 理恵子さん/４年生）

　

こ
う
し
た
生
産
・
流
通
と
と
も
に
、
地
域
で
も
そ
の
特
性
を
生
か
し
た
世
代
を
超
え
た
活

動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
田
原
農
業
は
皆
さ
ん
の
笑
顔
と
と
も
に
あ
り
ま
す
。



4

豊かな大地に根ざした地域づくり、“いのち”にやさしい農の推進、健やかな“いのち”をはぐ
くむ食文化の育成、これらを踏まえた「新しい小田原」への動きが本格的に始まっています。

環
境
保
全
型
で
食
べ
物
づ
く
り
を

小
田
原
有
機
農
法
研
究
会
（
自
然
農
法
小
田
原
普
及
会
）
会
長

　

石
綿 

敏
久
さ
ん

 

「
有
機
」と
は

生
命
力
を
持
つ

こ
と
。
有
機
農

業
と
は
、
化
学

肥
料
や
農
薬
の

使
用
を
控
え
、

有
機
肥
料
を
利

用
し
て
、安
全
で

味
の
よ
い
食
糧

の
生
産
を
目
指

す
農
業
で
す
。

手
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
個
々
の
生
産
者
が
そ
れ
ぞ

れ
に
有
機
生
産
シ
ス
テ
ム
を
発
展
さ
せ
て
お
り
、

平
成
18
年
の
有
機
農
業
推
進
法
の
成
立
を
受
け

て
、そ
の
取
り
組
み
が
全
国
的
に
進
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
栽
培
に
か
か
わ
っ
て
20
数
年
、
地
域
の
皆
さ
ん

へ
も
そ
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
久
野
小
学
校
で
の
お
米
づ
く
り
。
児

童
の
皆
さ
ん
と
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
合
い
ま

し
た
。

　

農
薬
に
は
恩
恵
が
あ
る
一
方
で
、
同
時
に
、
環

境
破
壊
な
ど
の
リ
ス
ク
も
伴
い
ま
す
。
生
態
系
の

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
有
機
農
業
＝

環
境
保
全
型
農
業
。
こ
れ
か
ら
も
、
大
切
な
食
べ

物
づ
く
り
を
、
人
間
の
体
と
の
か
か
わ
り
を
意
識

し
な
が
ら
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

〝
表
情
〞
に
思
い
を
馳
せ
て

　

秋
澤 

孝
紀
さ
ん

 　

下
中
小
、
橘
中
を
経
て
、
小
田
原
高
校（
定

時
制
）
在
学
時
か
ら
家
業（
農
業
）を
手
伝
い
始

め
ま
し
た
。
本
格
的
に
作
業
現
場
へ
足
を
運
ぶ
よ

う
に
な
っ
て
４
年
目
、
玉
ね
ぎ
や
梅
、
キ
ウ
イ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
作
物
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

土
づ
く
り
に
始
ま
り
、
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
、

一つ一つ
の
作
物
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
〝
表
情
〞
を
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
を
出
荷
す
る
時
期

を
迎
え
た
と
き
は
、
達
成
感
と
満
足
感
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
す
。

　
〝
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
〞、
親
父
の
遺
志
を
胸
に

刻
み
、
み
ど
り
あ
ふ
れ
る
沼
代
の
大
地
を
、
こ
れ

か
ら
も
じ
っ
く
り
と
み
つ
め
て
い
き
ま
す
。

第
４
章　
新
し
い
小
田
原
農
業　

〜
次
代
の
担
い
手
と
有
機
農
業
〜

　

こ
う
し
た
こ
れ
ま
で
の
歩
み
は
、
次
代
を
担
う
若
い
力
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
有
機
農
業
と
い
う
新
た
な
歩
み
も
着
実
に
根
付
き
始
め
て
い
ま
す
。

有機のお米、体によくて、おいしいよ♡

　お米作り体験として、5・6年生が6月に田植え、10月に
稲刈りを行います。5年生はモミまきから活動し、夏場は稲
の生育観察も行います。
「田んぼに入ったときはムニュムニュっとして不思議だった
けど、とても楽しかったです。収穫したもち米を使った給食
の中華おこわが大好きです」（髙橋 晴

はる

哉
や

さん/6年生）
「家で家庭菜園をやっているので、農業（作物を育てるこ
と）って大変だなぁと思います。農薬を使わない有機農業
が安心ということを学びました」（加藤 優さん/6年生）

久野小学校

県内初の
『有機農業モデルタウン』へ!!

　2月に設立された小田原有機の
里づくり協議会（代表　加藤憲
一市長）による有機農業への取
り組みが、県内で初めての認定
を受けました。
　今後は、国の機関と事業計画
を調整します。　
　正式な交付団体となれば、地
域の有機農業推進へのモデルタ
ウンとして、その役割を担うことに
なります。
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